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One Health

文化現象としての健康と病

梶谷真司（大学院総合文化研究科）
哲学・比較文化
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病気の歴史

社会や生活の変化によって病気が変わる

・農耕の開始→伝染病（が問題になる）

・感染症の克服→慢性疾患の増加

・高齢社会→ガンの増加

・家の気密性の向上→シックハウス症候群

UTokyo Online Education 2018 CC BY-NC-ND学術俯瞰講義 梶谷真司

https://creativecommons.org/licenses/by-nc-nd/4.0/


死に方の歴史

【死因】
感染症
伝染病
｜

集団的生死
外から襲来

【死因】
慢性疾患
ガン
｜

個人的生死
中から浸食

昔 今
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ブリューゲル「死の勝利」(1562頃)
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モネ
「死の床」
（1879）
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病気の二つの次元

どんな病気にも異なる二つの次元がある

disease：科学的・客観的異常

illness：文化的・主観的不調

↓

身体的な異常と精神的な不調は一致しない

時代や文化による病気や健康のとらえ方の違い
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病気とそのイメージ

病気のイメージによって態度が異なり、時
に差別を生む
・ハンセン氏病：業病（カルマを負った病）

・結核：繊細な人間の病

・エイズ：同性愛者の病

・ガン：戦って駆除すべき敵

・
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近代以前と以後

身体観の違いで病気のとらえ方も変わる
以前：流体としての身体

――気の滞り・漏れとしての病

以後：固体としての身体

――構造・機能の不全としての病

｜

食事、運動、入浴、言動、睡眠すべての意味が異なる

衛生観念の有無
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洋の東西①

人間観によって医学の性格が違う
東洋：気の一元論→病気を身体に還元する

西洋：心身二元論→心と体の病気を分ける

｜

東洋医学に精神病がない（すべては臓の病）、西
洋医学では役割分担

西洋は個人や人間関係に向き合わせるが、東洋で
はそれを回避
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洋の東西②

社会を構成する原理によって行動が変わる
東洋：集団主義―→身体は家族のもの

西洋：個人主義―→身体は個人のもの

｜

がん告知は西洋では本人が先、東洋では家族が先
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医療のタイプの違い

西洋でも国によって医学のタイプが違う
アメリカ：ガンの徹底駆除―→乳房全摘

フランス：ガンとの共存―→乳房温存

｜

長生きと幸福のどちらを優先するかが違う

健康の観念の違い？
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健康・病と文化

健康も病気も、その社会の文化や歴史と
の関連の中で理解され、対処される。

理解と対処のあり方が社会的個人的生活
全体とバランスが取れていないと問題が
深刻になる。

健康だけでなく、病気に対しても、望ま
しい関わり方がある。
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